
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『やる気の火』 ＝ 役に立つこと、必要とされること、仕掛けること 

校長 守屋 直孝   

供たちや用務主事さん方が育ててくれているアサガオやホウセンカ、サルビア、ミニトマト、枝豆、水

稲など、葉を大きく広げた濃い緑色が眩しく目に入ってきます。暑い夏に向け、生き生きと伸びてい

くその姿は、行事や交流を意欲的に行う日野学園の子供たちと重なり、うれしく思う毎日です。特に

開校２０周年記念５-９運動会では児童・生徒一人一人の輝く姿と共に、応援団を中心とした児童・生

徒と教職員の一体感、本校のよさをたくさんの方に見ていただきました。この他、この１か月間だけでも様々な

活動が目白押しでした。いちよん、BS、FSS、EN といった本校の特色でもある異学年交流では、先輩への憧れ

と後輩への慈しみの心で溢れる活動となりました。地域の皆様をお招きした「日野愛ほっとステーション」の活動

も、温かで和やかな雰囲気に包まれた笑顔いっぱいの交流をもてました。社会科見学等、校外での学習でも、体

験重視で見聞を広げられる学習となりました。前期・後期課程５組それぞれの宿泊学習でも、たくさんの楽しさ

の中に主体性を大きく促せました。各部活動の大会も盛んに行われ、勝つ喜びを味わえた一方、敗退の悔しさと

９年生の引退という涙も経験しました。８年生の職業体験でお世話になる企業様への事前電話の場面では、丁寧な

言葉遣いと裏腹に受話器を持つ手を細かく震わせている姿がとても印象的でした。これらの様子を見ていると、場を

設定し機会を提供すれば、日野の子供たちはアイディアを出し合い、実現可能な方策を立て、実践する力をもっ

ている子ばかりだと、ちょっと自慢したくなるくらいです。本校の今年度の学校経営方針にも掲げていますが、

子供たちには自分で考えて判断し行動できる、『自立』した大人となるための経験をたくさん積んでほしいと願

っています。 

 では、その原動力はどこにあるのか。私は、「子供の心に火を付ける」教員の仕掛け方にあると考えます。言い

換えれば、活動の目的を示すと同時に興味関心を抱かせ、「よし、やってやろう！」というモチベーションを高め

させることとなるでしょうか。そしてその素質は元来、一人一人が持ち合わせているものだと思っています。 

あなただけの世界が だけの世界が 今日も広がっていく  他の誰でもない 何でもない 奇跡をあなたは持っている   

        （Mrs. GREEN APPLE 『 breakfast 』より） 

日本理科学工業の大山泰弘さんが、「人間の究極の幸せは、人に愛されること、人に褒められること、人の役

に立つこと、そして、人から必要とされること」であると話しています。日野学も、教員が子供の力を信じ、「活動

の目的達成のために、君の力が必要なんだ」と一人一人の心に寄り添い「やる気」の火をつけ、信頼して活動を

任せ見守り、「君のおかげで助かったよ。ありがとう」と言って終われるようにしたいと思います。子供たちにも、

どうせやるなら、「ようし、やるぞ！」で始まり「あぁ、やってよかった。役に立ててよかった」という達成感で終わ

ってほしいと願います。このやる気と達成感の良循環こそが、子供の自立心を醸成させると考えています。 

皆さんの心に火が付いた出来事はありますか。 

学期末を迎えます。おいしい朝ごはんとともに暑さを乗り切っていきたいところですが、子供たちと教職員へ

は熱いアツい応援を、今月もお願いします。 

子 

日野学園だより 
品川区立日野学園  

校長 守屋 直孝 
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開校２０周年記念 日野学５-９運動会特集 

保護者の皆様・地域の皆様 温かいご声援をありがとうございました！ 
 
≪５年 「祝２０周年！Opening Performance」≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪６年 The Greatest Show≫                
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
≪７年 迷わずやれよ、やればわかるさ、７学年≫       

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 入学して２か月が経ち、初めての学校行事である運動会が６月７日（土）に開催されました。 
今年度は、「ソーラン節 ～燃えよ、ソーラン魂～」を７年生の表現種目として実施しました。
途中の期間には、磐梯移動教室もあったことから限られた練習時間となってしまいましたが、

１人１人が真剣に練習と向き合い、本番では見ている皆さんの心を動かす演技ができたと思い
ます。また、学年種目「矢切の渡し」、「学年リレー」でも 
全員で協力して、頑張ろうとする姿があり、まだ始まって 
２か月ではありますが、たくましくなったと感じました。 
運動会練習期間を通じ、７年生の学年目標の一部にもなって 
いる「一生懸命やった人にしか見えない景色」を生徒たちも 
感じ取ることができたのではないかと思います。これを今後 
の学園生活にも活かしていってほしいと思います。保護者の 
皆様も体育着登校へのご協力や運動会当日のお弁当の準備、 

熱い声援に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

５年間共に過ごしてきたメンバーとの最後の１年が始まって早くも２か月が経ち、最初の
大きな行事である運動会が終わりました。 
 今年度の運動会の表現では、実行委員が曲選びや技の選定と組み立てを行いました。話し
合いの中で、この学年のいいところや過去の思い出を語り合ったり、それぞれのクラスの進
捗状況や達成度を報告し合ったりして、今の自分たちにできる“Greatest”な表現を作ろう
と毎日試行錯誤しました。実行委員だけでなく、アクロバット隊やそれ以外の子ども達も「全
員でかっこよく技をきめたい」という気持ちをもって、誰とでも声を掛け合ってお互いの苦
手を克服するために、毎日努力を続けてきました。 

 ３人４脚でも、仲の良し悪しではなく、チームの仲間 
としてベストな組み合わせを応援団が中心となって決め 
「全員でバトンをつないでゴールしたい」という気持ち 
を持って取り組みました。当日まで、持ち物やお弁当の 
準備をはじめ、子ども達を心身共に支え、励まし、協力 
してくださりありがとうございました。 

「明るい」「元気」「体を動かすことが好き」「男女で協力できる」
「前向き」「団結した時の力がすごい」「リーダーに協力できる」…
５年生の実態から曲『悲しみなんて笑い飛ばせ』を選び１８名のダ
ンスリーダーが振り付けをアレンジし、仲間に教え、グループ→ク
ラス→学年とまとまっていきました。速いテンポに体の動きを合わ
せるのに苦労しましたが、逃げずに挑んだ経験や完成までの過程は
大きな自信となったことでしょう。５-９年運動会デビューの今年は
応援団や FSS 種目と先輩たちの優しさとパワーも知り、練習の段階
から楽しむことができていたようです。保護者の皆さまの励ましに

感謝いたします。次のミッションは日光林間学園です！！ 



 
≪８年 一心一体ハピネス∞ ～日野学園でハピろう～≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
≪９年 Last Performance ～キセキは無限だから最高だ～≫   
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

前期５組 特別支援学級連合移動教室              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 ９年生は、昨年まで先輩たちの姿に憧れ、心を震わせながら見つめていた「Last 
Performance」の舞台に今年やっと立つことができました。私たちのクラスダンス・学年ダ
ンスには、卒業していった先輩方が積み上げてきた思いが確かに息づいていました。伝統を
受け継ぐ責任と誇りをもって全力で取り組んだこの時間は、９年生にとってかけがえのな
い経験となりました。学年目標にも付随する「誰かのために力を尽くすこと」、「仲間と全力
で何かを成し遂げること」は、限られた時間の中で体現するには決して簡単なことではあり

ませんでしたが、運動会を支えてくださる方々がいたことで、９年生も常に背中を押され、
一つ一つ達成できていたように思います。運動会という大きな行事を通して、９年生として
の自覚と責任、そして仲間とともに歩む力の大切 
さを改めて実感しました。多くの方々の支えがな 
ければ、私たち９年生はここまで成長することは 
できませんでした。日々寄り添い、見守り、励ま 
し続けてくださった保護者の皆様や先輩・後輩の 
みなさん、そして陰ながら支えてくださったすべ 
ての関係者の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

今年の８年生は、日野学園伝統の集団行動を行いました。これまでの日野学園の歴史の中で
も特に難易度の高い集団行動に取り組みました。最初はなかなか足がそろわないところから必
死に練習を重ね、８年生らしく粘り強く取り組み、これまで支えてくださった方々に集団行動
を通じて感謝を伝える表現が完成したと思っています。さらに、学年目標である「ハピネス」
のように見てくださった方々に幸せを届けることができました。２学期になると日野学園を引
っ張るリーダーとなります。９年生に負けないくらい温かく愛のある学校をつくっていけるよ
うにこれからも頑張っていきます。この運動会まで、見守り、そして支えてくださった保護者
の皆様、本当にありがとうございました。 

 区内の前期課程の特別支援学級は、４・５年生を対象に２泊３
日で日光へ行ってきました。今年度も４年生２名が参加しまし
た。「自分のことは自分でする。」ことが宿泊の大切なポイントで
した。荷物の出し入れ、着替え、食事の準備、歯磨き、寝具の準
備など、できる範囲で子どもたちが行いました。 

栃木県立博物館で日光の自然について学んだり、ハイキングで
雄大な自然の中を楽しく歩いたりすることができた貴重な３日
間となりました。 
 



後期５組 特別支援学級連合移動教室            
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

≪ ７月の主な行事予定 ≫ 

 
※予定は変更になることがあります。 

 

１ 火 
安全指導 常任委員会5-9 委員会活動4 

児童生徒会選挙立候補期間（～11日） 
16 水 ブロック集会 いちよん活動 

２ 水 不審者訓練 午前授業 17 木 
給食終 大掃除 第 2回選挙管理委員会 

5 時間授業 

３ 木 学力診断 9 中央委員会 18 金 終業式 

４ 金 保護者会 1-9 5 時間授業 19 土  

５ 土  20 日  

６ 日  21 月 海の日 

７ 月 セーフティ教室 5-9 5 時間授業 22 火 個人面談 9 

８ 火 ４５６活動 23 水 個人面談 9 

９ 水 児童生徒会朝礼 EN 交流 24 木 個人面談 9 

10 木  25 金 個人面談 9 

11 金 5 時間授業 26 土  

12 土  27 日  

13 日  28 月 サマースクール 8 

14 月 情報モラル教室 1-4,5-9 29 火 サマースクール 8 

15 火 トークフォークダンス 8 30 水 サマースクール 8 

   31 木  

  

 

６月１８日（水）～２０日（金）の２泊３日、福島県の磐梯方面へ移動教室に行ってきま

した。【区内の生徒数が多くなったことで今年度は前後半で実施】今回は、出発時に予期せぬ
アクシデントがありましたが、生徒は動じることなく、 
全校で協力し乗り切った場面がありました。 
波乱の幕開けと言いたいところでしたが、逆に今回の 

素晴らしい３日間の最高のスタートだったと感じます。 
９年生の安定感が７・８年生のみんなを成長させた貴重 
な３日間、「バトンを受継ぐ」宿泊学習、日野学園５組の 
伝統にしていけたらと思います。 
保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

８月の予定について 
〇スクールカウンセラーが、前期課程は８月２８日（木）、後期課程は２９日（金）の午前１０時
～午後５時までおります。相談ごとがおありでしたら、事前に申込みの上でご利用ください。 

〇８月１０日から１６日までは学校閉庁期間となります。それに伴って、夜間等電話委託業務の休
止期間は、令和６年８月９日（土）午後５時から令和６年８月１７日（日）午前８時までとなり
ます。これ以外の夜間等においては、通常通り委託先 ℡ 03-4330-9385 (18:30-8:00、水曜日 
17:30-8:00)へお願いいたします。教職員の業務負担軽減の取組にご協力ください。 

 


